
正負の数の教え方：位置・符号・計算順序のボード
講師用メモ・バージョン 1
最初に紙で大小を判断してもらい、位置と絶対値のどちらを根拠にしたか観察します。第1ページでは0を中心
にカードを動かします。第2ページでは負の数をひく操作、積の符号、累乗の範囲を混同せずに問いかけます。
説明を見た後の正答と、自力での正答を区別します。第3ページは途中式や理由を書いてもらい、先に解答を見
せません。N1–N2は数の位置と距離、N3は減法、N4は乗除の順序、N5–N6は累乗と四則の順序を確認します。
別の正しい説明や計算手順も認めます。観察した誤りから対応する練習を選び、次回の別問題を準備してくだ
さい。

練習問題の解答はこの講師用メモに分けています。編集版であり、実際の授業での試用はまだ行っていません。

例と違う問題で、最初の考え方を確かめる
N1. −14と−6ではどちらが大きいか、数直線上の位置で説明してください。

解答・確認の観点：−6の方が大きい。−6は−14より数直線の右にある。

N2. 絶対値が7である数をすべて挙げ、理由を書いてください。

解答・確認の観点：7と−7。どちらも0からの距離が7である。

N3. −8 − (−13)を加法に直してから計算し、変えた符号を説明してください。

解答・確認の観点：−8 + 13 = 5。ひく数−13と符号が反対の13をたした。

N4. (−36)÷6×(−3)を計算してください。なぜその順かも書いてください。

解答・確認の観点：(−36)÷6×(−3) = (−6)×(−3) = 18。乗法と除法は同じ優先順位なので左から計算する。

N5. −8²と(−8)²を計算し、積の形でも表してください。

解答・確認の観点：−8² = −(8×8) = −64、(−8)² = (−8)×(−8) = 64。

N6. 「9 − 4×(−3) = 5×(−3) = −15」の最初の誤りを直してください。

解答・確認の観点：加減を乗法より先にしたところが誤り。9−4×(−3)=9−(−12)=21。
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